
　全国各地で有機フッ素化合物（以下PFAS＝ピーファス）による環境中の汚染が、水道水や

地下水の検査から、そして土による食物の汚染など、次 と々明らかになっています。また、PFAS

を取扱い従事した労働者への汚染事例も判明しています。この物質は安定性が強く環境中に

長期間残存し易く、近年分析需要が高まっています。WHOの国際がん研究機関（IARC）の

発がん性分類では、PFASの一種であるPFOAを、喫煙やアスベストと同じ最も高い「発がん性

がある」分類に、また、PFOSを「発がん性がある可能性がある」と分類しています。

　日本ではPFAS血液分析できる検査施設が少ない上に、検査費用も高額な

ことが検査が進まない要因になっています。東京民医連では、国や自治体で

の検査実施や援助を求めつつ、独自の検査機関が必要と判断し、東京民医連

加盟事業所の衛生検査所である、東京保健会病体生理研究所で、2024年4

月からPFAS血液検査の分析を開始しています。検査費用を抑えるために、設

備・分析器の導入・保守費用は募金によるご協力を呼びかけています。検査を

拡大し、汚染の実態把握を行うために、ぜひ募金へのご協力をお願いします。
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詳しくは東京民医連PFAS
特設ページをご覧ください

PFASについて

高水準での測定～7種のPFASを測定

　PFAS汚染は水道水、食品、大気など多様な経路から体内に侵入します。

PFASの健康調査を判断する為には、体内のPFAS蓄積量を知ることが

基本となり、血中濃度は体内蓄積量に比例するため測定が欠かせません。

今回導入した機器は、国際標準に基づきPFOS、PFOAを含む７種のPFAS

の血中濃度を、米国環境保護庁（EPA）の標準法method533他に準拠し

た方法で測定しています。また、ドイツの外部品質評価制度である

G-EQUAS（German External Quality Assessment Scheme）に参加
し、測定値の評価を得ています。

　PFAS血液検査を実施する中で、撥水・撥油剤や防汚剤等に含まれる

PFOAが高い地域、泡消火剤等に含まれるPFOSやPFHxSが高い地域な

ど、地域により特徴的な数値が出ています。PFAS検査の公費補助を表

明している千葉県鎌ヶ谷市での血液検査では、結果からPFASの一種で

あるPFHxSの血中濃度が高い事例が判明し、従来の井戸水の水質調査

にはPFHxSが含まれていなかったため、今後の調査に加えられることに

なりました。濃度の高低だけではなく、出現している物質から汚染源の

推測など、汚染の実態把握に有用です。また、定期的に血液検査を受け

ることで、PFASの減少など、体内動向を確認できます。
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